


















R8年度 1次試験 一般入試，私費外国人留学生入試：情報学基礎，計算機システム

[問題番号１, 問題番号２における出題の狙い]

計算機システムにおけるアーキテクチャやCPU処理に関する基礎事項の理解度を問う．

解答例

[問題番号１]　
(1-1)　 310

(1-2)　 4.25

(1-3)　 01001100

(1-4)　 11011111

[問題番号２]　
(2-1)

サーバの故障や通信障害などのトラブルがなく、常にネットワークサービスが利用できる
状態にあることをいう。
(2-2)

プレフィックス長が30より、ホスト部は32-30=2ビット。つまり、192.168.1.72～192.168.1.75

の 4つの IPアドレスを使用できる。ホスト部が 72, 75の IPアドレスはそれぞれネットワー
クアドレスおよびブロードキャストなので、使用できる IPは、192.168.1.73と192.168.1.74

の２つとなる。



R8年度 1次試験 一般入試，私費外国人留学生入試：情報学基礎，計算機システム
[問題番号３, 問題番号４における出題の狙い]

計算機システムにおけるアーキテクチャや CPU処理に関する基礎事項の理解度を問う．

[問題番号 ３]

(3-1) 解答例
命令セットアーキテクチャは、主記憶に格納された命令を制御装置が読み取り、演算装置に処理
を指示することで、ソフトウェアがハードウェア上で動作可能にする役割を担う。

(3-2) 解答例
直接アドレッシングは命令中のアドレスがデータの場所を直接指し、単純で高速だが柔軟性に欠
ける。一方、間接アドレッシングは、アドレスが格納されている場所を参照するため柔軟性が高
いが、処理に手間がかかる。

(3-3) 解答例
実効アドレス = オペランドの値 + インデックスレジスタの値 = 1000 + 120 = 1120，答え 1120

[問題番号 ４]

(4-1) 解答例
クロック周波数 = 2.5 GHz = 2.5× 109 Hz

1クロックサイクル時間 = 1/(2.5× 109) = 0.4× 10−9 秒 = 0.4 ns，答え：0.4ナノ秒

(4-2) 解答例
パイプライン実行時間 = ステージ数 + 命令数 −1 = 5 + 200− 1 = 204 クロック
各クロック = 1 ns → 実行時間 = 204 ns，答え 204 ナノ秒

(4-3) 解答例
CPUへの割込みとは、外部や内部のイベントに応じて現在の処理を一時中断し、対応する処理を
優先的に実行するしくみである。これにより、入出力制御やエラー処理などに即時に対応でき、効
率的なシステム動作が可能となる。



解答例および出題意図
[問題番号 1]

離散数学・情報数学における最も基礎的な概念である集合・写像・論理について，その
理解度と応用力を問う。

(1-1)

科目 a，b，cのうち少なくとも 2つ受講している学生の集合：(A∩B)∪ (B ∩C)∪ (C ∩A)

式 (A ∪B) ∩Cが表す学生の集合：科目 aか bの少なくともどちらか 1つを受講している
が，科目 cを受講していない学生の集合

(1-2) XからY への写像が全射となるためには，Y のある 1つの要素にXの要素が 2つ割
り当たり，Y の残りの n− 2個の要素には，それぞれXの要素が 1つ割り当たる必要があ
る。Xの要素が 2つ割り当たる Y の要素の選び方は n− 1通り，Y の同じ要素に割り当た
るXの 2個の要素の選び方は nC2 =

n(n−1)
2
通り，Xの残りの要素の割り当て方は (n− 2)!

通りである。よって，異なる全射の個数は (n− 1)n(n−1)
2

(n− 2)! = (n−1)n!
2
個である。

(1-3) 「ある 2以上の実数 xが存在し，−1 < f(x) < 3である」または「−1 < f(x) < 3

である 2以上の実数 xが存在する」

[問題番号 2]

剰余演算の計算問題を通じて，基本概念の理解度，および計算力と論理展開力を問う。

(2-1) 321 mod 31 = 11より，321123 mod 31 = 11123 mod 31である。31は素数なので，
フェルマーの小定理により，11123 mod 31 = 11123 mod (31−1) mod 31 = 113 mod 31である。
112 mod 31 = 28より，113 mod 31 = 28× 11 mod 31 = 308 mod 31 = 29である。

(2-2) 法M = 7の下での累乗根の範囲はN6 = {1, 2, 3, 4, 5, 6}である。3乗根を求めるた
めに x3 mod 7（ただし，x ∈ N6）を求めると，下記のようになる。

x 1 2 3 4 5 6

x3 mod 7 1 1 6 1 6 6

よって，法M = 7の下で 1の 3乗根は 1，2と 4である。一方で，x3 mod 7 = 2となる
x ∈ N6は存在しないので，法M = 7の下で 2の 3乗根は存在しない。

(2-3) 法M = 10の下で 4の逆数w（ただし，1 ≤ w ≤ 9）が存在すると仮定する。この
とき，ある整数 kが存在し，4w = 10k + 1と表すことができる。しかし，左辺は偶数だ
が右辺は奇数であるため，この等式は成り立たない。よって，法M = 10の下で 4の逆数
は存在しない。

R8年度　1次　一般入試
科目：情報数学，確率統計，データ構造とアルゴリズム，プログラミングからの選択



[問題番号３, ４における出題の狙い]

確率統計における正規分布，標本からの統計的推定，中心極限定理，確率変数と確率密度関数に
関する理解度を問う。

解答例 (問題番号３）
(3-1)

E[X] =
1

n

n∑
i=1

E[Xi] =
nµ

n
= µ, V [X] =

1

n2

n∑
i=1

V [Xi] =
nσ2

n2
=

σ2

n

(3-2)

Z =
X − µ

σ

√
n =

X − 175

9

√
n,

9|Z|√
n

= |X − 175| ≤ 2, |Z| ≤ 2

9

√
n

P (|Z| ≤ 1.96) = 0.95,
9× 1.96

2
≤

√
n, 77.7924 ≤ n, 78個以上

解答例 (問題番号４）
(4-1) 　定数 a，分布関数 F (t)∫

R
f(x)dx = a

∫ 1

0
ex(1− x)dx = a(e− 2) = 1, a =

1

e− 2

F (t) =

∫ t

−∞
f(x)dx =

∫ t

0
f(x)dx = a

∫ t

0
ex(1− x)dx

= a

{
[ex(1− x)]t0 +

∫ t

0
exdx

}
=

et(1− t) + et − 2

e− 2

F (t) =


0 if t < 0
et(1− t) + et − 2

e− 2
if 0 ≤ t < 1

1 if 1 ≤ t

(4-2) 　モーメント母関数E[eθX ]と期待値E[X]

E[eθX ] =

(
1

e− 2

)∫
R
eθxf(x)dx =

(
1

e− 2

)∫ 1

0
e(θ+1)x(1− x)dx

=

(
1

e− 2

)
[
e(θ+1)x

θ + 1
(1− x)

]1

0

+
1

θ + 1

∫ 1

0
e(θ+1)xdx


=

(
1

e− 2

)
eθ+1 − θ − 2

(θ + 1)2

E[X] = lim
θ→0

∂E[eθX ]

∂θ

= lim
θ→0

(
1

e− 2

)
(eθ+1 − 1)(θ + 1)2 − 2(eθ+1 − θ − 2)(θ + 1)

(θ + 1)4
=

3− e

e− 2



出題意図：アルゴリズムにおける計算量について，オーダー標記O()への変換方法及びオーダー
間の大小関係に関する理解度を問う．
[問題番号 ５]

(5-1) 略解
O(f1(n)) = O(2n)，O(f2(n)) = O(n)，O(f3(n)) = O(n2 log n)

O(f4(n)) = O(log n)，O(f5(n)) = O(n2)

(5-2) 略解　 f4(n), f2(n), f5(n), f3(n), f1(n)

出題意図：基本的なデータ構造である 2分探索木及び木構造の性質の一つである完全 2分木に関
する理解度を問う．
[問題番号 ６]

(6-1) 略解　 3通りの解の例を示す．

• 26, 40, 18, 24, 11, 7, 38, 43

• 26, 18, 11, 40, 43, 7, 38, 24

• 26, 18, 40, 11, 38, 24, 7, 43

(6-2) 略解

行きがけ順: 26, 18, 11, 7, 24, 40, 38, 43

通りがけ順: 7, 11, 18, 24, 26, 38, 40, 43

帰りがけ順: 7, 11, 24, 18, 38, 43, 40, 26



問題番号７ 出題意図および解答例

(7-1) 出題意図：ポインタの動作についての理解度を問う。
解答例： 1 1 2 6

(7-2) 出題意図：バブルソートにおける一時的な変数による格納に関する C言語の理解度を問う。
解答例：

tmp = a[j];

a[j] = a[j+1];

a[j + 1] = tmp;

(7-3) 出題意図：C言語によるプログラムの外部入力および for文を用いたループ処理についての理解，お
よびプログラミングにおけるフローの理解を問う。

問 1-3解答例
1 #include <stdio.h>

2 int main(void) {

3 int n, sum = 0;

4 printf("Enter n: "); scanf("%d", &n);

5 for (int i = 1; i <= n; i++) {

6 sum += i;

7 }

8 printf("Sum: %d\n", sum);

9 return 0;

10 }

問題番号８ 解答例および出題意図

(8-1) 出題意図：再帰関数の処理に関する理解を問う。
解答例：[0, 1, 1, 2, 3]

(8-2) 出題意図：リニアサーチにおける基本的な処理に関する理解を問う。

if lst[i] == x:

return i

return -1

(8-3) 出題意図：for文による処理およびプログラムの処理全体のフローについての理解を問う。

(8-3) 解答例
1 print("input:")

2 n = int(input())

3 total = 0

4 for i in range(1, n + 1, 2):

5 total += i

6 print(total)
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